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ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
の

第
52
回
贈
賞
式
が
、

６
月
２
日
、
ウ
ェス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル
東
京
の

ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
ル
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
。

集
ま
っ
た
放
送
、
広
告
、
芸
能
関
係
者
は
約
６
０
０
名
。

参
加
し
た
作
品
は
、
４
部
門
合
わ
せ
て
約
７
０
０
本
。

そ
の
な
か
か
ら
Ｃ
Ｍ
部
門
、
ラ
ジ
オ
部
門
、
報
道
活
動
部
門
、

テ
レ
ビ
部
門
の
順
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
入
賞
作
を
表
彰
。

さ
ら
に
そ
の
な
か
か
ら
〈
優
秀
賞
〉〈
大
賞
〉
の

栄
誉
に
輝
い
た
作
品
が
発
表
さ
れ
、

ト
ロ
フ
ィ
「
バ
ー
ド
マ
ン
」
が
贈
ら
れ
た
。

こ
の
他
、
テ
レ
ビ
部
門
の
〈
特
別
賞
〉〈
個
人
賞
〉

〈
マ
イ
ベ
ス
ト
Ｔ
Ｖ
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
〉、

ラ
ジ
オ
部
門
の
〈
Ｄ
Ｊ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
賞
〉、

そ
し
て
〈
志
賀
信
夫
賞
〉
が
表
彰
さ
れ
た
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（
各
賞
の
選
評
は
、
７
月
号
を
参
照
の
こ
と
）

52nd
GALAXY 
 AWARDS

ギャラクシー賞
贈賞式

テレビ部門

大賞を獲得したのは琉球朝日放送「QABドキュメンタリー　扉 2014『裂かれ
る海～辺野古 動き出した基地建設～』」。報道制作部記者の棚原大悟さんは
「日本政府と沖縄との対立が深まりつつあるこの時に、このような作品に光を当て
てもらって非常に嬉しい。地元に密着した映像は地方局ならではのものですが、辺
野古は小さな集落でもあり、基地反対にしても容認にしても、なかなか考えを聞か
せてもらえませんでした。しかし、現状を伝えるためにと口を開いてくださった住民
の方々が現れ、感謝しています」と心情を語った。

カメラマンの新垣康之さん。「基地建
設に対する住民の思いなど、ストレート
な映像を視聴者に届けたいと思ってい
ます」。

ディレクターの島袋夏子
さん。「短縮版の全国
放送で大きな反響があ
りました。まだまだ、私
たちには伝えるべき使
命が残されていると感じ
ました」。

❖テレビ部門・大賞

発表の瞬間

❖テレビ部門・優秀賞

日本放送協会「BS1スペシャル『遠い祖国　

ブラジル日系人抗争の真実』」の内山直樹さ

ん（テムジン）は「きっかけとなったのは、別

の作品でブラジルを訪れた際にその事実を知

ったことです」と振り返った。

TBSテレビ「サンデーモーニング新春スペシ

ャル『群衆と戦後 70年』」の金富隆さんは

「スペシャルは毎年作ります。今回は関口宏さ

んとスタッフでテーマ探しをして群衆を取り上

げることにしました」と語った。

日本放送協会「NHKスペシャル『ドキュメ

ント“武器輸出”防衛装備移転の現場か

ら』」の笠間毅さんは「時代が変わるかもしれ

ない今、その今を記録するということに徹して

番組を作りました」と述べた。

司会は西向幸三さん（FM

沖縄）と東海林克江さん
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ラジオ部門 テレビ部門

主演ドラマ3作品での演技が評価され個人賞を受賞した杏さ
んは「女優になって30ぐらいの役をやってきました。結果、最
近では、さまざまな世代のファンの方から『○○はよかったよ』
とか『△△が好きです』と声をかけていただけるようになりまし
た。今回の賞も、杏個人ではなく、演じた役柄、そして作品
に携わったすべての人へ与えられたものと考えています」とその
喜びを語った。インタビューに答え、自らの性格を分析した杏さ
んは、昨年度に演じた役柄では「『デート～恋とはどんなものか
しら～』の薮下依子が最も自分に近い」と話した。

広島で絶大な人気を誇る中国放送のアナウンサー横山雄二さんがDJパーソナリテ
ィ賞を受賞。「26年間やってきましたが、この賞を頂いたということは『あなたはこ
のままでいいよ』と認めていただいたと考え、今後の励みにしたいと思います」と感
想を語った。サプライズゲストで登場したアンガールズ山根良顕さんが毒舌祝辞を披
露すると、「広島にはもっとよい人がいっぱいいるのに（今日のゲストは）ナゼ山根？」
と気のおけない間柄を感じさせるトークが展開された。

震災支援ソング「花は咲く」への
アンサーソング「花は咲けども」を
歌う壮年フォークグループ「影法
師」の活動を通し、震災後の東
北の苦悩を描いた山形放送の
「YBCスペシャル『花は咲けども
～ある農村フォークグループの
40 年～』」が大賞を受賞。制作
部次長の伊藤和幸さんは「影法
師さんの歌を聞いて、原発問題な
ど解決していないことの多さにあ
らためて気付かされました」と制作
のきっかけを語り、登壇した影法
師の4人と受賞を喜びあった。

テレビ朝日の「金曜ナイトドラマ『死神くん』」が
グランプリに輝いた。ゼネラルプロデューサー内山
聖子さんは「嵐の大野智さんを主演に迎え、思い
切った企画をと考えていました。時間帯も深く制約
が少ない枠でしたので、さまざまなチャレンジができ
ました。それもよかったと思います」と笑顔を見せ
た。

テレビ東京の「ドラマ24」へ特別賞が贈られた。コンテンツビジネス部長の高
田健太郎さん（左）は「枠として賞をいただけて喜びもひとしお。クリエーターを
中心に据えたドラマで、パッケージや動画配信などにも対応できるものというコンセ
プトで進めています」。チーフ・プロデューサーの中川順平さんは「この10年間
で、クリエーターの方々にも、この枠なら面白いことがやれるのではと思ってもらえ
るようになった」と語った。

❖テレビ部門・個人賞　杏
❖ラジオ部門・DJパーソナリティ賞　横山雄二

❖ラジオ部門・大賞

❖テレビ部門・特別賞

❖テレビ部門・マイベストTV賞
 グランプリ

琉球放送「MUSIC SHOWER Plus＋　

いちゃりば結スペシャル」の比嘉奈津子さん

は「パーソナリティとリスナーの距離の近さが

魅力」と人気の秘密を明かした。

毎日放送「ネットワーク1・17『20 年～大

震災と向き合う日々』」の森﨑俊雄さんは「ラ

ジオだからこそ956 回も続けることができた」

と積みあげた歴史に思いを馳せた。

南海放送「風の男　BUZAEMON」の小

倉健嗣さんは「これまで全社を挙げて地元の

史実の掘り起こしをしてきたことが評価されて

嬉しい」と喜びを語った。

❖ラジオ部門・優秀賞
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志賀信夫賞

懇親会

CM部門

報道活動部門

被災地にカメラを向け、現状をCMとして伝え続けた「東海
テレビ放送　公共キャンペーン・スポット『震災から3年～
伝えつづける～』」が大賞を受賞。報道部記者の鈴木祐司
さんは「震災を風化させないために何ができるかを悩んでいると
きに、CMという手段があるとご提案いただきました。被写体
となった記者やカメラマンなどには撮影がCMに使われること
は伝えず、いつもどおりの取材をしてもらい、それを作品にしまし
た」と語った。

三重テレビ放送「ハンセン病に対
する差別解消にむけた報道」の小
川秀幸さんは「取材中も多くの方
が亡くなられました。そうした方 に々
もこの受賞をご報告させていただき
たい」と思いを語った。

中国放送「シリーズ『ヒロシマ70
年』の報道及び動画コンテンツの
公開」の藤原大介さんは「先輩
たちが築き上げてきた原爆報道を
70年の節目の年にどう繋げるか
で悩みました」と心情を吐露。

「TOTO　NEOREST　ネオ
レスト『菌の親子篇』」の田口み
やまさん。「商品の魅力を菌の親
子に語ってもらうというアイデアを
いただいたときは『そういう考えも
あるのか ！ 』と驚かされました」。

「日清食品ホールディングス　カ
ップヌードル　シリーズ『現代の
サムライ篇』『壁ドン篇』」の鈴
木均さん。「日本の若者文化やオ
タク文化が世界的に評価されて
いる現状を作品にしました」。

「インテリジェンス　DODA　シ
リーズ『チャップリン×綾野剛篇』
『キング牧師×綾野剛篇』」の木
下学さん。「宣伝をするのではな
く、視聴者の共感を得たいという
思いでCMを作りました」。

85歳の今も第一線の放送評論家として新聞に連載を続けている松尾
羊一さんが志賀信夫賞を受賞。故・志賀信夫前理事長とはひとつ違い
で、壇上での挨拶でも「志賀さんとはカラオケによく行った」とマイクを
手持ちにして逸話を披露。お祝いに駆けつけた演出家の鶴橋康夫さん
からは「（松尾さんに批評してもらい）本当によかった。僕らに力を与え
てくれた。兄とも師とも思っています」と感謝の言葉が贈られた。

社会の不正義を追及し続ける記者魂が光る瀬戸内海放送「『高知白バイ
衝突死』を巡る検証報道」が大賞を受賞。無実を訴え、真実追求の戦
いを続ける元スクールバス運転手を、8年にわたって取材してきた報道制
作ユニット記者の山下洋平さんは「再審請求が棄却され、今は高松高裁
へ抗告中ですが、運転手の方が闘い続ける限り、私たちも取材を続けま
す。今回の受賞を私たちへのエールと受け止めたいと思います」と今後へ
の決意を示した。

❖CM部門・大賞

❖報道活動部門・大賞

❖志賀信夫賞　松尾羊一

❖報道活動部門・優秀賞

❖CM部門・優秀賞

懇親会会場

NHK安齋尚志理事

民放連 木村信哉専務理事

放送人の会 今野勉会長影法師

贈賞式後の懇親会には、民放、NHK、制
作会社、広告会社、広告主企業、そして
選考委員が集い、受賞者を祝った。ラジオ
部門大賞に輝いた山形放送作品の主役、
フォークグループ「影法師」がサプライズ
演奏で喝采を浴びた。来賓挨拶ではNHK
安齋理事が、「ギャラクシー賞を贈られて励
みになった」と自身の制作者体験を披露。
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